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5月の園芸

五月は、カキツパ夕、カスミソウ、アマリ

リス、カワラナデシコなど一年のうちでも最

も豊富な種類の開花が楽しめる時期です。

なかでも宿根草かきっぱた(あやめ科)は

日本のアヤメ類の中でも最も古 くから栽培き

れている代表的な五月の園芸です。現在では

京都の梅の宮神社に数種残っている程度です。

これは水湿地でないと育たないのが一つの原

因です。葉の中部は突出せず、葉の先が垂れ

花は葉の先端よりも下で咲き、花はアヤメの

ように綱状絞がないのが特徴です。栽培に は、

初め三芽をもった根茎を植えこみ、水の浅い

水湿地に植えます。

〈表紙せつめい〉
八尾の曳山

薬師岳とちんぐるま

寛保元年、八幡杜の遷宮式の上りものに、

花山を出 したのが始まりといわれる八尾町の

曳山は、現在六台あり、 5月 5日の子供の日

に、ホリキのミッツのヨーカンボ、サーヤー

チとい う、特有の勢子のかけ声で、 町内を引

き回る。色彩警かな・豪華けんらんたる曳山は

、二階に神あ依代で、ある人形をかぎ り、階下

ではその神を喜ばす、稚楽調 ・長唄調の離子

が行なわれ、蚕都として豊かに発展した八尾

町の庶民の姿を今に残している。
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富
山
県
薬
業
の
お

こ
り

富
山
県
家
庭
薬
の
は
じ
ま
り
は
非
常
に
古
く
、
そ

の
昔
、
立
山
附
近
で
熊
胆
、
貰
連
な
ど
を
と
っ
て
、

製
薬
き
れ
、
立
山
修
験
者
が
こ
れ
を
取
扱
っ
た
と
い

う
記
録
が
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、

一
般
に
は
今
か
ら
約
三
百
年
前
、
富
山

二
代
藩
主
前
田
正
甫
公
が
備
前
岡
山
の
医
師
、
万
代

常
閑
か
ら
秘
薬
反
魂
丹
を
学
び
調
剤
し
た
の
が
は
じ

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
三
年

(

一
六
九

O
年
)

に
公
が
江
戸
へ
参
勤
の
お
り
、
た
ま
た
ま
千
代
田
域

内
に
お
い
で
あ
る
大
名
が
、
に
わ
か
に
腹
痛
を
お
こ

い
'
ん

'今、

7

し
苦
し
む
の
を
見
て
、
正
甫
公
が
印
龍
か
ら
反
魂
丹

を
と
り
出
し
す
す
め
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
治
っ
た

の
で
、
列
座
の
各
藩
主
が
そ
の
効
験
に
驚
き
、
ぜ
ひ

反
魂
丹
を
自
領
内
に
売
り
広
め
て
欲
し
い
と
依
頼
き

れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
正
甫
公
は
、
城
下
の
薬
種
商
松
井
屋
源
右

衛
門
に
こ
れ
を
調
製
き
せ
、
八
重
崎
屋
源
六
を
し
て

諸
国
に
行
商
き
せ
ま
し
た
。

源
六
は
、
「
用
を
先
に
し
、
利
を
後
に
せ
よ
」
と

の
正
甫
公
の
精
神
に
従
っ
て
配
置
員
を
指
導
し
、
全

国
く
ま
な
〈
売
り
広
め
た
の
が
、
富
山
薬
業
の
起
源

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
越
中
富
山
の
売
薬
き
ん
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

配
置
販
売
の
方
法
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
薬
品
を

消
費
者
の
家
庭
に
預
け
て
お
き
、
次
に
訪
問
し
た
と

き
、
そ
の
聞
に
使
用
き
れ
た
薬
の
代
金
を
い
た
だ
く

方
法
で
、
消
費
者
と
の
信
頼
関
係
が
あ

っ
て
は
じ
め

て
永
続
き
す
る
商
法
で
す
。

製
薬
企
業の

現
状

(単位:百万円)

区分 全 国 1口b目・ 山 県

年次 生産額 対前年比 生産額 対前年比

42 563，257 111.1 7，975 124.6 

43 688，953 122.3 10，240 128.4 

44 842，514 122.3 15，986 156.1 

45 1，025，319 121.7 19，821 124.0 

46 25，777 130.0 

医薬品生産額(最終製品)

ω医
薬
品
の
生
産

富
山
県
の
医
薬
品
の
生
産
は
、
年
々
増
加
の

一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
昭
和
四
十
六
年
の
最
終
製
品
の

生
産
は
約
二
六

O
億
円
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

四
十
二
年
以
降
の
伸
び
率
は
毎
年
二

o
r以
上
で
全

国
の
伸
び
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

最
近
二

・
三
年
聞
の
傾
向
と
し
て
は
、
医
家
向
医

薬
品
の
生
産
が
急
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
な

お
し
ば
ら
く
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

全国生産額 1，025，319百万円

Bjg45.12.31 

医薬品生産額(1位-5位)
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富山薬業の始祖前田正甫公の銅像

医薬品製造所教(1位-5位)

全国製造所数 2，382所
日百45.12.31

神
奈
川
県

奈
良
県

八

大
阪
府

東
京
都

ω医
薬
品
製
造
業

500 

東
京
都

明
治
以
降
、
配
置
業
者
を
含
め
数
千
人
を
数
え
た

売
薬
営
業
者
は
、
次
第
に
協
同
、
結
社
し
て
製
造
を

は
じ
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
十
八
年
、

戦
争
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、
国
の
方
針
で
千
数
百

の
生
産
企
業
は

一
四
に
統
制
、
縮
少
き
れ
ま
し
た
。

戦
後
は
再
び
細
分
化
が
お
こ
り
、
昭
和
三
十
年
前
後

に
は
二
二

O
近
く
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
経
済
、
社
会
情
勢
の
変
化
と
国
や
県
の

合
併
、
協
業
化
な
ど
の
指
導
の
も
と
で
次
第
に
減
少

し
、
昭
和
四
十
七
年

一
月

一
日
現
在
、

一
四
二
社
の

医
薬
品
製
造
業
者
中
、
主
と
し
て
配
置
家
庭
薬
を
製

造
し
て
い
る
企
業
は

一
O
八
社
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
は
、

主
と
し
て
庖
舗
む
け

の
メ
ー
カ
ー
が

一

一
社
、
医
家
む
け
メ
ー
カ
ー
が
四
社
、
原
料
医
薬
品

メ
ー
カ
ー
が

一
O
社
、
残
り
の
九
社
は
そ
の
他
の
特

殊
形
態
の
メ
ー
カ
ー
で
す
。

な
お
、
医
薬
品
製
造
所
数
で
は
、
昭
和
四
十
七
年

一
月
現
在
、

一
五
七
工
場
で
、
東
京
、
大
阪
に
次
い

で
第
三
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

160 
製造所

業者数
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大
阪
府

富山県の製薬企業の増減

42 45 44 43 41 
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販配
売置
業

ω全
国
第
一
位
の

配
置
従
事
者
数

富
山
県
の
配
置
販
売
従
事
者
数
は
、
昭
和
四
十
五

年
末
で
、
七
、
八
九

O
名
と
な
り
、
全
国
都
道
府
県

に
広
く
回
商
し
、
配
置
の
特
殊
性
か
ら
農
山
村
だ
け

で
な
く
、
都
市
で
も
「
と
や
ま
の
置
き
薬
」
と
し
て

有
用
性
が
認
め
ら
れ
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
他
の
産
業
と
同
じ
よ
う
に
若
年
の
後
継
者

が
得
が
た
く
、
ま
た
、
他
県
の
営
業
地
で
長
期
滞
在

す
る
と
い

っ
た
二
重
生
活
の
た
め
、
住
居
を
営
業
地

に
移
転
す
る
者
も
で
て
お
り
、
本
県
に
住
所
を
有
す

る
配
置
従
事
者
は
、
次
第
に
老
令
化
し
て
、
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。

富山県配置家庭薬販売従事者の推移

6α)() 

Ug.46. 12. 31 

全国配置家庭薬販売従事者の割合

ω勉
学
す
る
配
置
員

配
置
従
事
者
の
資
質
は
、
富
山
県
薬
業
の
信
用
に

重
大
な
影
響
が
あ
る
の
で
、
新
た
に
配
置
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
人
は
、
薬
業
講
習
所
で

一
五
日
間
の
講

習
を
受
け
、
県
知
事
の
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
も

ら
っ
て
か
ら
営
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

こ
の
ほ
か
、
薬
業
講
習
所
で
は
高
等
課
程
や
地
区

ご
と
の
再
教
育
講
習
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
全
配
置

従
事
者
を
対
象
に
し
た
「
薬
業
通
信
講
座
」
を
発
行

し
て
配
置
従
事
者
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ω配
置
員
青
年
部の

活
躍

業
界
に
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
配
置
員
青
年
部
が

結
成
さ
れ
、
(
会
員
は
、

一一

地
区
で
千
五
百
名
)

会
員
相
互
の
知
識
の
研
き
ん
と
親
睦
を
図

っ
て
い
ま

す
。
そ
の
活
発
な
活
動
は
、
業
界
発
展
の
推
進
役
と

し
て
、
今
後
に
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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田
山
県
配
置
家
庭
薬
販
売
従
事
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分
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助
努
力
す
る

製
薬
企
業

最
近
、
医
薬
品
の
製
剤
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し

く
、
種
々
の
剤
型
を
考
案
し
、
各
種
疾
病
に
対
し
、

合
理
的
、
科
学
的
に
使
用
き
れ
、
疾
病
の
診
断
、
治

療
な
ど
国
民
の
保
健
衛
生
の
向
上
に
大
き
な
役
割
り

を
果
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
反
面
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
、

近
く
は
チ
ク
ロ
、
キ
ノ
ホ
ル
ム
、
ピ
チ
オ
ノ
|
ル
な

ど
の
「
副
作
用
」
が
社
会
問
題
化
し
、
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
の

F
・
D
-
A
が
す
で
に
承
認
さ
れ
た
品
目
の

洗
い
直
し
を
行
な
っ
た
の
と
同
様
に
、
わ
が
国
で
も

承
認
品
目
の
再
検
討
の
た
め
、
「
薬
効
問
題
懇
談
会
」

が
設
置
き
れ
ま
し
た
。
医
薬
品
の
安
全
性
と
有
効
性

が
社
会
問
題
に
な
り
、
医
薬
品
の
品
質
管
理
、
広
告

の
規
制
な
ど
消
費
者
保
護
を
中
心
の
施
策
が
、
国
民

か
ら
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
業
界
内
に
は
激
動
す
る
経
済
、
社
会
環
境

に
対
処
す
る
た
め
、
体
質
改
善
を
図
り
、
技
術
面
に
つ

い
て
は
薬
事
研
究
所
あ
る
い
は
富
山
大
学
和
漢
薬
研

究
施
設
の
指
導
協
力
の
も
と
に
、
新
製
剤
の
研
究
や

技
術
者
の
養
成
、
試
験
室
の
整
備
な
ど
効
き
め
が
す

ぐ
れ
安
全
性
の
高
い
医
薬
品
の
生
産
、
開
発
に
努
力

を
向
け
る
企
業
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
企
業
の
中
に
は
配
置
む
け
医
薬
品
だ
け

で
な
く
、
医
家
む
け
医
薬
品
、
庖
舗
む
け
医
薬
品
も

生
産
販
売
し
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
へ
転
換
を
図

っ
た

企
業
も
あ
り
ま
す
。
と
く
に
こ
の
二
・

三
年
、
医
家

む
け
医
薬
品
の
生
産
は
急
激
な
伸
び
を
示
し
、
こ
れ

に
刺
激
き
れ
て
医
家
む
け
医
薬
品
の
生
産
を
は
じ
め

た
企
業
も
十
数
社
あ
り
ま
す
。

一
方
、
配
置
む
け
医
薬
品
の
製
薬
企
業
の
中
で
も

い
ま
ま
で
の
よ
う
な
帳
、
王
(
配
置
販
売
業
者
)
の
共

同
作
業
場
的
な
製
造
妙
ら
ぬ
け
だ
し
て
、
現
代
的
な

管
理
体
制
を
整
え
、
企
業
の
体
質
改
善
に
、
地
道
な

3月 11日 -4月 10日

一
一
一
月
一
二
日
植
樹
祭
は
四
ケ
所
で

県
緑
化
推
進
委
員
会
は
、
こ
と
し
の
植
樹
祭
を
大

沢
野
町
の
中
央
会
場
の
ほ
か
に
朝
日
、
小
矢
部
、
上

平
の
三
市
町
村
で
同
時
に
開
催
す
る
こ
と
を
き
め
た

三
月
一
八
日
沖
縄
に
求
人
開
拓

こ
と
し
五
月
、
本
土
に
復
帰
す
る
沖
縄
を
新
し
い

求
人
開
拓
地
に
す
る
た
め
、
県
の
直
江
商
工
労
働
部

次
長
ら
が
訪
問
、
琉
球
政
府
労
働
局
、
各
市
職
安
へ

県
内
企
業
の
紹
介
と
求
人
依
頼
を
す
る
こ

と
に
し
た
。

三
月
二
二
日
定
例
議
会
閉
会

一一
月
定
例
県
議
会
は
四
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
八
十
四
案
件
と
、
大
谷
技
術
短
大
の
名
称
変
更

監
査
委
員
選
任
同
意
の
追
加
二
議
案
を
原
案
通
り
可

決
、
林
業
振
興
に
関
す
る
件
な
ど
二
つ
の
意
見
書
の

採
択
、
松
沢
六
郎
氏
を
新
議
長
に
選
任
し
て

二
十
三

日
間
の
会
期
を
閉
じ
た
。

三
月
二
八
日
富
山
イ
ン
タ
ー
用
地
買
収
調
印

北
陸
自
動
車
道
、
富
山
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

1
富

山
市
黒
崎
地
内

l
の
用
地
買
収
交
渉
が
ま
と
ま
り
、

県
庁
で
中
田
知
事
と
地
主
の
問
で
覚
え
書
き
に
調
印

l
v
h九
。

富
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
総
面
績
一
一
万

一
七

O
O平
方
灯
、
延
長
五
六

O
灯
で
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
型

の
イ
ン
タ
ー
と
な
る
。
完
成
は
昭
和
五
十
年
。

努
力
を
重
ね
て
い
る
企
業
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

ω海
外
へ
の

販
路
拡
張

富
山
県
の
家
庭
薬
は
戦
前
、
満
州
、
支
那
、
朝
鮮

台
湾
、
南
方
諸
地
域
へ
相
当
量
が
輸
出
き
れ
て
い
ま

し
た
が
、
終
戦
と
と
も
に
皆
無
に
帰
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

そ
の
後
は
、

東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
主
と
し
て
、
家

庭
薬
が
欧
州
、
北
米
を
中
心
に
原
料
医
薬
品
が
輸
出

き
れ
、
現
地
で
の
各
国
と
の
き
び
し
い
競
争
の
中
に

あ
っ
て
輸
出
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

富山県の医薬品の主な輸出先
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富山県の医薬品の輸出状況

年別
43 44 45 

区分
千円 千円 千円

家 庭 薬 200，704 203..，388 239，100 

その他医薬品 733，816 1，255，941 1，767，657 

五十 934，520 1，459，329 2，006，757 

% % % 
対前年比 103.5~ 156.1 113.6 

L_  

一 一一家庭薬

一一ーその他の
医薬品

定例議会閉会

三
月
三

O
日
環
境
保
全
協
定
に
調
印

富
山
県
と
三
井
金
属
鉱
業
は
、
東
京

・
平
河
町
、

都
道
府
県
会
館
で
、
神
岡
鉱
業
所
か

ら
の
カ
ド
ミ
ウ

ム
汚
染
に
と
も
な
う
「
環
境
保
全
等
に
関
す
る
基
本

協
定
書
L

と
「
汚
染
米
対
策
に
関
す
る
覚
え
書
き
」

に
調
印
し
た
。

県
が
企
業
と
の
問
で
締
結
し
た
公
害
防
止
協
定
は

住
友
化
学
、
北
電
・
富
山
共
同
火
力
に
つ
い
で
こ
れ

で
三
回
目
。

三
月
三
一
日
設
備
投
資
は
一
・
二
%
減

県
内
主
要
企
業
の
四
十
六
年
度
設
備
投
資
(
実
績

見
込
み
)
は
、
景
気
沈
滞
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け

前
年
比
伸
び
率
が

一
・
二
%
減
と
大
は
ば
に
ダ
ウ
ン

し
た
。

四
月
四
日
市
町
村
長
会
議
ひ
ら
か
れ
る

富
山
県
と
県
下
の
市
町
村
長
と
の
年
度
初
め
行
政

打
ち
合
せ
会
議
が
県
民
会
館
で
聞
か
れ
た
。

会
議
に
は
県
側
か
ら
部
長
以
上
、
市
町
村
側
は
魚

津
市
を
除
く
三
四
市
町
村
長
が
出
席
、
中
田
知
事
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
各
部
長
か
ら
市
町
村
に
関
係
す
る

新
年
度
の
県
行
政
を
説
明
の
あ
と
質
疑
を
か
わ
し
た
。

四
月
五
日
小
学
校
入
学
式

県
下
小
学
校
の
入
学
式
が
行
な
わ
れ
、

一
万
四
、

六
六
六
人
(
県
教
育
委
員
会
調
べ
)
と
前
年
度
よ
り

春の交通安全運動

七

一
三
人
少
な
い
新
入
生
が
門
を
く
ぐ

っ
た

四
月
六
日
春
の
交
通
安
全
運
動

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
六
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
。

こ
と
し
は

一
五
日
ま
で
の

一
0
日
間
、
各
日
ご

と
に
目
標
設
定
を
き
め
て
実
施
。

初
日
は
「
首
長
の
街
頭
指
導
と
視
察
の
日
」
で
、

県
内
七
カ
所
に
つ
く
ら
れ
た
ス
ク
ー
ル

・
ゾ
l
ン
で

山
口
県
警
本
部
長
、
塩
谷
公
害
部
長
ら
が
実
施
状
況

を
視
察
し
た
。

四
月
六
日
公
害
調
査
結
果
で
る

県
の
公
害
部
は
北
電
と
共
同
火
力
発
電
所
と
の
間

で
結
ん
だ
、
公
害
防
止
協
定
に
も
と
づ
い
て
、
ば
い

じ
ん
、
窒
素
酸
化
物
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
発

表
し
た
。

ば
い
じ
ん
濃
度
は
、
協
定
の
四
分
の

一
程
度
、
窒

素
酸
化
物
も
問
題
は
な
か

っ
た
。

四
月
一

O
日
北
洋
ヘ
カ
ニ
漁
第
一
陣

富
山
県
か
ら
北
洋
漁
業
に
行
く
第

一
陣
と
し
て
、

北
洋
海
域
の
カ
ニ
漁
に
出
漁
す
る
た
め
、
魚
津
港
で

準
備
し
て
い
た
カ
ニ
カ
ゴ
漁
船
四
隻
が
、
基
地
の
北

海
道
函
館
へ
向
け
出
港
し
た
。
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399億円-住みよい富山県をつくる・・・

35.7%) 

-老人福祉・心身障害者福祉

の充実

・自然環境の整備

ヲ・

〕

と
し

県
政
に
つ
い
て
の
念
願
は
、
人
間
性
豊
か
な
高
度

福
祉
社
会
を
築
く
こ
と
に
あ
り
、
愛
と
繁
栄
の
県
政

を
基
本
的
な
心
構
え
と
し
て
、

住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る

富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す

若
い
世
代
を
育
て
る

の
三
大
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

。
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
(
三
九
九
億
円
)

緑
の
空
同
に
澄
ん
だ
空
気
が
満
ち
、
清
ら
か
な
水

が
流
れ
る
生
活
環
境
の
中
で
、
県
民
の
安
全
、
健
康

で
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
と
保

健
衛
生
の
充
実
、
生
活
基
盤
の
整
備
、
自
然
環
境
保

全
対
策
の
強
化
、
交
通
網
等
の
整
備
促
進
、
県
土
の

保
全
、
社
会
教
育
や
芸
術
文
化
の
向
上
、
社
会
環
境

の
浄
化
な
ど
、
県
民
が
ひ
と
し
く
健
康
で
文
化
的
な

生
活
が
営
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
施
策
と
し
て
は
、
「
谷
間
に
光
を
」
も

た
ら
す
た
め
、
七
十
五
歳
以
上
の
老
人
の
医
療
費
の

無
料
化
を
、
国
に
先
が
け
て
実
施
す
る
な
ど
、
老
人

福
祉
の
向
上
に
重
点
を
お
き
、
社
会
福
祉
施
設
の
整

備
充
実
、
制
度
の
改
善
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
品
監
視
機
動
班
を
充
実
し
不

良
食
品
の
一
掃
を
は
か
り
、
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
、
看
護
婦
養
成
の
強
化
な
ど
、
医
療
保
健

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

生
活
基
盤
の
整
備
を
は
か
る
た
め
、
公
害
防
止
と

生
活
環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、

公
害
防
止
計
画
に
よ
り
計
画
的
対
策
を
実
施
す
る
と

と
も
に
公
害
セ
ン
タ
ー

ψ
新

築
と
機
器
類
を
大
幅
に

整
備
拡
充
し
ま
す
。
ま
句
、
大
気
汚
染
防
止
、
水
質

ゅー，

-富山県に繁栄をもたらす・・・ 363億円

(32.5%) 

-農林・水産・商工業の振興

-基幹交通網の整備

う
配
意
し
て
そ
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、

へ
き
地
過
疎
地
域
の
教
育
の
振
興
、
教
職
員
の
資
質

の
向
上
、
学
校
施
設
の
整
備
拡
充
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
振
興
し
、
文
化
活
動
や
団
体
活
動
を
活

発
に
す
る
こ
と
に
努
め
、
こ
う
し
た
活
動
の
中
で
青

少
年
の
心
に
社
会
の

一
員
と
し
て
自
覚
と
責
任
、
社

会
連
帯
の
意
識
の
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
第

一
回
の
「
青
年
の
船
」
と
し
て
韓
国
な

ど
を
訪
問
し
た
青
年
達
は
、
そ
の
体
験
を
生
活
に
地

域
活
動
に
生
か
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
か
な
り
の
成

果
が
あ
っ
た
の
で
、
四
十
七
年
度
に
も
第
二
回
「
青

年
の
船
」
を
シ
ベ
リ
ヤ
、
モ
ス
ク
ワ
に
派
遣
す
る
計

画
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
有
峰
、

二
上
に
続
き
黒
部
市
に
「
青
少
年
の

家
」
を
建
設
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か

っ
て

い
き
ま
す
。
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の
保
全
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
指
導
監
督
及
び

常
時
監
視
体
制
の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、
過
疎
対
策
、
消
費

生
活
の
合
理
化
を
促
進
し
、
さ
ら
に
水
資
源
の
有
効

利
用
度
を
高
め
、
上
下
水
道
を
整
備
拡
充
し
ま
す
。

自
然
環
境
を
破
壊
か
ら
守
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず

県
土
全
体
を
緑
で
包
む
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
を
推
進
し

て
お
り
、
な
か
で
も
県
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
自
然

を
生
か
し
た
大
規
模
県
民
公
園
及
び
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
早
期
完
成
を
は
か
り
、
制
定
準
備
中
の
自
然
環

境
保
全
条
例
に
よ
る
対
策
と
相
ま

っ
て
、
快
適
な
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
交
通
網
の
整
備
を
促
進
し
、
安
全
で
円
滑

な
交
通
を
基
調
と
す
る
生
活
の
向
上
、
災
害
か
ら
県

土
を
守
り
、
安
心
し
て
住
め
、
活
動
で
き
る
環
境
を

作
り
だ
す
努
力
を
払
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
心
の
豊
か
な
人
間
を
育
て
る
た
め
、
社
会

教
育
、
芸
術
文
化
を
振
興
し
て
い
く
と
と
も
に
、
社

会
環
境
の
浄
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

。
富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
(
=
一
六
三
億
円
)

本
県
は
、
わ
が
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
大
陸
を

指
呼
の
聞
に
の
ぞ
む
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

県
の
繁
栄
は
京
浜
、
中
京
、
阪
神
な
ど
の
大
経
済

圏
を
は
じ
め
他
地
域
と
結
ぶ
動
脈
の
強
化
の
成
否
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
北
回
り

新
幹
線
の
実
現
に
関
係
県
と
と
も
に
総
力
を
傾
注
す

る
一
方
、
北
陸
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の

早
期
建
設
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

i

農
林
水
産
業
は
、
や
は
り
今
後
と
も
本
県
の
主
要

産
業
で
す
。

農
業
の
基
本
方
向
は
、
あ
く
ま
で
も

231億円

(20.6%) 

.若い世代を育てる・・・・・

-学校教育の充実

-スポーツ振興

稲
を
主
軸

Yず

47年度一般会計予算財源

健
康
で
明
る
い
県
民
生
活
を
築
く
た
め
に
は
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
は
欠
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た

め
学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
い

っ
そ
う
促
進
し
、
体

力
テ
ス
ト
相
談
事
業
を
充
実
し
、
体
力
っ
く
り
意
識

の
高
揚
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

と
く
に
、
昭
和
五
十

一
年
二
月
に
、
第
三
十
一
回

国
体
冬
季
ス
キ

l
競
技
会
を
誘
致
開
催
す
る
よ
う
、

施
設
の
整
備
、
運
営
面
の
組
織
化
な
ど
に
つ
い
て
準

備
を
進
め
、
こ
れ
を
機
会
に
、
本
県
の
冬
期
ス
ポ
ー

ツ
の
飛
躍
的
な
振
興
を
は
か
る
考
え
で
す
。

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編
成
し
た
昭
和
四
十

七
年
度
の
予
算
は
、

一
般
会
計
九

O
五
億
円
、
特
別

会
計
二
一
四
億
、
総
額
一
、
一
一
九
億
円
で
前
年
度

対
比

二
ハ

・
一
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
常
に
県
民
と
と
も
に

県
の
進
路
を
示
し
、
努
力
目
標
と
し
て
、
昭
和
四

に
、
野
菜
、
果
実
、
畜
産
な
ど
、
需
要
の
伸
長
が
見

込
ま
れ
る
部
門
を
積
極
的
に
振
興
し
、
優
良
で
豊
富

な
農
産
物
を
供
給
、
食
料
基
地
と
し
て
の
地
位
を
確

固
た
る
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
経
営
の
近
代
化
、

高
度
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、

本
県
の
兼
業
農
家
率
は
全
国
で
も
最
も
高
い
ク
ラ
ス

に
あ
り
、
農
業
及
び
農
村
環
境
の
近
代
化
を
促
進
す

る
た
め
、
緑
の
中
の
工
業
と
し
て
、
農
村
都
市
を
建

設
す
べ
く
農
工

一
体
化
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
産
業
は
、
漁
港
及
び
施
設
の
整
備
、
育
て
る
漁

業
の
振
興
、
沿
岸
漁
業
の
改
善
対
策
に
力
を
入
れ
、

ま
た
遠
洋
漁
業
を
振
興
し
ま
す
。

商
工
業
の
発
展
と
貿
易
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、

既
存
企
業
の
育
成
、
企
業
誘
致
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

と
く
に
経
済
環
境
の
き
び
し
い
中
小
企
業
の
体
質
改

善
を
積
極
的
に
援
助
し
ま
す
。
と
く
に
本
県
の
重

要
産
業
で
あ
る
薬
業
に
つ
い
て
は
、
業
界
が
策
定
す

る
構
造
改
善
計
画
に
協
力
し
、
新
し
い
市
場
の
開
拓

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
工
業
用
地
、
工
業
用
水
道
、
港
湾
な
ど
産
業

基
盤
の
整
備
拡
充
に
力
を
入
れ
ま
す
。
富
山
新
港
背

後
の
臨
海
工
業
地
帯
造
成
事
業
は
、

二
八

O
万
平
方

幻
の
造
成
済
用
地
に

二
二
企
業
(
一
六
三
万
平
方
灯
)

の
立
地
を
見
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
末
に
は
用
地
買
収

も
完
了
し
た
の
で
、
貯
木
場
築
造
工
事
と
木
材
団
地

の
造
成
を
始
め
、
企
業
の
早
期
立
地
に
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。

。
若
い
世
代
を
育
て
る
士
三
二
億
円
)

ま
ず
、
学
校
教
育
は
、
生
涯
を
通
じ
て
人
間
形
成

の
基
礎
を
培

い
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の
個
性
に
適

し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
、
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

国庫支出金

286億円

入

905億円

歳

十
五
年
に
第
四
次
県
勢
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
年
代
に
求
め

る

「価
値
あ
る
県

民
生
活
」
の
実
現
を
期
す
も
の
で
、
県
政
の
基
本
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
諸
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
弾
力
的
な
態
度
を
も
っ
て
実

効
あ
る
施
策
を
実
施
し
、
常
に
県
民
と
と
も
に
歩
む

立
場
に
た
っ
て
「
愛
と
繁
栄
の
県
政
L

の
実
現
に
ま

い
進
し
て
い
く
こ
と
を
信
念
と
し
て
努
力
し
て
い

る

と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
物
価
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

県
民
の
力
の
み
で
解
決
の
む
つ
か
し
い
問
題
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
今
後
き
ら
に
県
民
と
と
も
に
そ
の
解

決
に
英
知
と
力
の
す
べ
て
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、

園
、
関
係
県
と
も
ど
も
そ
の
対
策
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

9 



-X
ヤ
ジ
/
ん
の
タ
サ
ー
尚
之
〉

d

・

ス
ル
ス
ル
と
水
面
を
走
る
川
船
か
ら

手
練
の
投
網
が
開
い
た

桜
う
ぐ
い
の
群
が
踊
り

遠
く
の
瓦
屋
根
に
緑
が
映
え
る

子
持
ち
魚
を
ソ
ッ
と
は
な
し
て
や
る

漁
師
の
影
が
小
矢
部
川
の
流
れ
に
ゆ
れ
た

序
J

以う

mw
う
ぐ
バ
ヌ
本

q
F安

山
ち
、
紛
ハ
川
ハム

、7
m
v
u
F
J
仁
川
u
j
-

ー
美
し
い
流
れ
を
い
つ
ま
で
も

l

内
多
蔵
人

(う
ち
だ

・
く
ら
ん
ど

)
H

サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
社
長
。
明
治
三
+
六
年
、
富
山
県
高
岡
市
に

生
ま
れ
る
。
六
十
八
オ
。
東
京
商
大

(一

橋
大
)
卒

業
後
昭
和
二
年
大
日
本
麦
酒
に
入
社
。
以
来
、
販
売

一
筋
を
歩
き
、
常
務

・
副
社
長
を
経
て
、
昨
年
二
月

社
長
に
就
任
。

「
版
売
の
鬼
」
「
ラ
イ
オ
ン
」
な
ど

の
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
が
示
す
よ
う
に
、
ビ
ー
ル
業
界
で

は
珍
し
い
積
極
果
敢
な
動
き
で
各
方
面
か
ら
注
目
を

浴
び
て
い
る
。

人
柄
は
温
厚
。
交
遊
関
係
も
広
い

。
広
い

競
馬
場

で
、
い
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
浩
然
の
気
を
養
う
の

が
楽
し
み
、
と
い
う
。

内

ゑ
y

主
人



体
ス
キ
ー
を
か

大
山
国

第
二
七
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
|
競
技

会
は
、
「
自
然
と
創
造
と

の
調
和
」
を
主
題
に

、
去

る
二
月
二

O
日
よ
り
二
三
日
ま
で
、
鳥
取
県
の
大
山

ス
キ
|
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
本
県
か

ら
、
戦
後
最
大
と
い
わ
れ
る
三
五
名
の
選
手
団
と

一

八
名
の
視
察
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五

一
年
に
、
冬
季
国
体
ス
キ

l
競
技
会
を
誘

致
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
見
る
も
の
、
き
く
こ

と
全
て
が
今
後
の
誘
致
準
備
に
生
か
さ
れ
る
と
あ
っ

て
、
選
手
役
員
も
視
察
員
と
一

体
に
な

っ
て
、
努
力

し
て
き
ま
し
た
。

国
体
開
催
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り
、
単

純
に
県
の
現
状
と
く
ら
べ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
良
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
参
考
に
す
る
た

め
、
鳥
取
県
大
山
国
体
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
富

山
県
が
め
ざ
す
昭
和
五

一
年
の
冬
季
国
体
ス
キ

l
競

技
会
の
誘
致
準
備
に
も
ふ
れ
て
話
を
す
す
め
て
い
き

±
?
し
ょ
、
っ
。

だ
け
で
な
く
、
陸
上
競
技
・
自
転
車
・
山
岳
な
ど
他

の
競
技
団
体
役
員
、
き
ら
に
学
校
の
教
員
に
も
協
力

を
依
頼
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
点
は
本
県
で
も
同
様

の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

競
技
運
営
面
は
、
記
録
の
正
式
発
表
が
き
わ
め
て

遅
く
、
夜
、
選
手
が
寝
静
ま
っ
た
十

一
時
近
く
に
な

っ
て
か
ら
宿
に
配
布
き
れ
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
「
ホ
テ
ル
大
山
」
は
取
材

と
発
信
、
宿
泊
が
同

一
場
所
と
い
う
こ
と
で
、
二
五

O
名
の
報
道
員
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
県
と
し
て
競
技
運
営
面
で
の
不
安
は
、
飛
躍
競

技
の
審
判
役
員
が

一
人
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
、
講
習
会
を
開
催
し
て
積
極
的
に
養
成
を
図
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

を
ど
こ
に
す
る
か
、
記
録
本
部
の
設
置
場
所
と
あ
わ

せ
て
考
慮
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

⑦
選
手
の
活
躍
に
つ
い
て

冬
季
国
体
ス
キ
|
競
技
会
の
成
績
上
位
県
は
、
例

に
よ
っ
て
北
海
道
、
信
越
、
東
北
勢
で
し
た
。

開
催
の
鳥
取
県
は
男
女
総
合
第

一
五
位
、
来
年
開

催
す
る
新
潟
県
は
第
二
位
、
富
山
県
は
参
加
都
道
府

県
中
無
得
点
県
二
一
県
の
一
つ
で
し
た
。
し
か
し

個
人
別
で
は
、
大
回
転
競
技
成
年
の
部
出
場
の
斉
藤

君
(
房
治
荘
)
が
出
走
二

O
八
名
中
第
一
九
位
、
距

離
競
技
少
年
の
部
出
場
の
藤
井
君
(
福
野
高
校
平
分

校
)
が
出
走

一
四
五
名
中
第
二
八
位
と
入
賞
ま
で
あ

と

一
歩
と
い
う
好
成
績
を
あ
げ
、
他
の
選
手
も
中
位

に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
純
飛
躍
成
年
の
部
に
出

場
の
最
上
選
手

(大
山
町
体
協
)官
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
で
あ
る
笠
谷
選
手
(
北
海
道
)
や
板
垣
選

手
(
新
潟
)
な
ど
に
混
っ
て
健
闘
し
、
六

O
人
中
第

三
三
位
の
成
績
で
し
た
が
、
こ
れ
を
教
員
の
部
の
成

績
に
置
き
換
え
る
と
、
第
二
位
又
は
第
三
位
に
相
当

す
る
立
派
な
も
の
で
し
た
。

④
宿
舎
に
つ
い
て

大
山
は
四
季
を
通
じ
て
の
観
光
地
で
あ
り
、
宿
舎

は
す
で
に
整
備
さ
れ
、
旅
館
は
三
八
軒
、
寮
は

二
一

軒
、
食
堂
を
兼
ね
た
民
宿

二
ハ
軒
、
計
七
五
軒
も
あ

り
収
容
可
能
数
は
四
、
五

O
O名
と
い
う
こ
と
で

「

え
り
み

①

会
場
の
条
件

鳥
取
県
大
山
ス
キ

l
場
は
、
米
子
市
か
ら
パ
ス
で

約
一
時
間
、
風
光
明
帽
な
国
立
公
園
大
山
の
中
腹
に

あ
っ
て
、
西
日
本
随
一
の
規
模
を
誇
る
も
の
で
、
大

小
き
ま
ざ
ま
の
ス

キ
l
場
が
い
た
る
所
に
あ
り
ま
す
。

県
が
国
体
開
催
の
候
補
地
と
し
て
い
る
極
楽
坂
ス

キ
l
場
は
、
全
日
本
ス

キ
l
連
盟
役
員
に
、
コ
ー
ス

予
定
地
を
調
査
依
頼
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
大

回
転
コ

l
ス
は
国
体
コ

l
ス
と
し
て
は

A
級
の
コ
ー

ス
が
と
れ
、
先
催
県
の
岐
阜
県
流
葉
や
鳥
取
県
大
山

よ
り
も
良
い

コ
l
ス
に
な
り
、
ジ
ャ

ン
プ
台
や
距
離

コ
l
ス
の
予
定
地
も
問
題
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
広
き
の
点
で
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
国
体
を
開
催
し
た
場
合
、
そ
の
期
間
一
般
の
ス

キ
ー
ヤ
ー
は
存
分
に
滑
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

②

式
典
、
観
技
の
運
営

開
会
式
は
豪
同
種

ス
キ
l
場
広
場
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
合
唱
隊
が
斜
面
を
利
用

... 

? 

し
た
。

選
手
団
宿
舎
は
、
ス

キ
|
場
か
ら
近
い
距
離
に
あ

り
、
し
か
も
都
道
府
県
単
位
で
あ

っ
た
の
で
好
評
で

し
た
。
し
か
し
、
鉄
骨
鉄
筋
以
外
の
も

の
は
暖
房
施

設
が
充
分
で
な
く
、
や
や
寒
か
っ
た
よ
う
で
す
。
と

く
に
、
か
つ
て
の
宿
坊
を
旅
館
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
乾
燥
室
も
不
備
で
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ス
キ

l
競
技
は
、
選
手
団
の
荷
物
が
か
な
り
多
い
の

で
、
で
き
托
ば

一
人

一
・
五
畳
の
基
準
よ
り
上
ま
わ

る
配
慮
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
宿
舎
で

選
手
団
の
ほ
か
視
察
員
、
関
連
業
者
の
出
入
が
多
い

の
で
、
管
理
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

③

交
通
輸
送

宿
舎
か
ら
大
山
ス

キ

l
場
ま
で
の
道
路
は
、
国
体

ス
キ
ー
競
技
会
の
準
備
前
に
完
全
舗
装
さ
れ
て
、
選

手
の
輸
送
も

一
部
地
域
に
限
ら
れ
た
の
で
、
実
際
に

は
問
題
が
な
く
、
ス

キ
ー
場
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る

選
手
団
用
に
、
朝
夕
無
料
パ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
し

た。
こ
の
点
、
本
県
で
開
催
と
な
れ
ば
、

ス
キ
l
場
か

て

し
、
雪
で
固
め
ら
れ
た
ス
タ
ン
ド
に
位
置
し
た
こ

と
、

プ
ラ
カ
ー
ド
は
鳥
取
県
特
産

の
二
十
世
紀
梨
の
形

と
色
で
つ
く
ら
れ
た
こ
と
ま
た
、
常
陸
宮

・
同
妃
殿

下
の
お
席
の
仮
設
の
天
幕
張
り
台
も
梨
の
色
が
用
い

ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
り
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
反
面
選
手
集
合
所
か
ら
開
会
式
場
ま
で
雪
の

で
こ
ぼ
こ
道
で
あ
り
、
開
会
式
場
も
斜
面
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
前

に
行
進
し
た
選
手
の
あ
と
は
雪
道
が

踏
み
固
め
ら
れ
て
滑
り
、
行
進
が
だ
ら
だ
ら
と
続
い

た
こ
と
、
ま
た
開
会
式
場
が
広
く
、
周
囲
が
ス
タ
ン

ド
で
な
い
た
め
、
会
場
の
雰
囲
気
が
盛
り
あ
が
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

競
技
運
営
面
で
、
今
年
は
異
例

の
雪
不
足
の
た

め

関
係
者
は
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を
し
た
よ
う
で
す
。
大

会
の
開
催
実
施
が
本
決
ま
り
に
な
っ
た
の
は
五
日
前

の
二
月
二
五
日
で
し
た
が

、
そ
の
後
も
雪
は
降
ら
ず

五
六
四
名
の
自
衛
隊
員
に
よ
る
畳
夜
献
身

の
雪
運
び

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
役
員
は
約
五

O
O名
で
、

l
連
盟
役
員

令

ら
遠
距
離

の
宿
舎
に
と
ま
る
選
手
も
あ
る
の
で
、
選

手
輸
送
計
画
と
、
道
路
整
備
計
画
を
あ
わ
せ
て
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

と
く
に
パ

ス
の
す
れ
違
い
が
で
き
る
幅
員
は
確
保
し
、
ま
た
、

駐
車
場
の
整
備
も
併
行
し
て
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ム

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
単
に
国
体
対
策
だ
け
で
は
な

く
、
町
発
展
の
基
本
構
想
に
含
め
て
配
慮
き
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

⑨〉
丈
会
の

P・

R

広
報
活
動
は
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、
町
報
や
新
聞
に

特
集
号
が
発
刊
さ
れ
、
地
元
民
は
も
ち
ろ
ん
、
県
民

に
理
解
と
協
力
を
深
め
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大

山
讃
歌
が
公
募
さ
れ
、
大
山
中
学
校
三
年
生

の
作
詩

「
わ
が
心
の
山
」
が
採
用
に
な
り
、
作
曲
し
て
デ
ュ

l
ク
エ
イ
セ
ス
に
よ

っ
て
レ

コ
ー
ド
に
吹
込
ま
れ
、

開
会
式
に
も
披
露
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
山
国
体
に
参

加
し
た
人
々
に
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な

っ
た

と
思
い
ま
す
。

i

L

，

だ

い
せ
ん

今
回
の
鳥
取
県
は
大
山
町
で
あ
り
、
本
県
で
開
催

誘
致
を
す
す
め
て
い
る
の
は
大
山
町
で
あ
り
ま
す
。

第
三
一

回
大
会
を
何
と
呼
称
し
て
よ
い
の
か
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
こ
と
で
す
。

⑦

本
年
度
の
誘
致
事
難
に
つ
い
て

本
年
度
は

六
月
に
開
催
申
請
書
を
文
部
省
と
日
本

体
育
協
会
に
提
出
し
、
正
式
に
開
催
誘
致
の
手
続
き

を
し
ま
す
。

競
技
施
設
に
つ
い
て
は
、

ジ
ャ
ン
プ
台
候
補
地

の

調
査
と
設
計
、
そ
れ
に
コ
ー
ス

の
整
備
に
か
か
り
、

ま
た
、
選
手
強
化
練
習
会
と
審
判
講
習
会
を
積
極
的

に
す
す
め
、
日
月
の
全
日
本
ス
キ
|
連
盟
評
議
員
会

で
内
定
し
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

競
技
施
設
や
、
道
路
、
旅
館
に
し
て
も
、
冬
季
国

体
の
誘
致
開
催
を
機
会
に
、
将
来
の
地
域
開
発
に
役

立
つ
よ
う
整
備
計
画
を
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

つ白
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σ〉たべも

食
酢
は
、
調
味
料
の
一

つ
と
し
て
、
古
く
か
ら
食

生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
役
割
を
果
し
て

い
ま

す
。
そ
の
食
酢
を
、
次
に
あ
げ
る
二
種
類
に
わ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
食
酢
の
種
類
〉

-
醸
造
酢

米
、
麦
、
酒
粕
、
果
実
、
種
酢
な
ど
を
原
料
と
し
、

発
酵
き
せ
た
も

の
で
、
合
成
き
く
酸
を
使

っ
て
い
な

い
も
の。

2
合
成
酢

合
成
き
く
酸
を
水
で
薄
め
、
こ
れ
に
化
学
調
味
料

や
甘
味
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
。
ま
た
は
、
合
成

さ
く
酸
と
醸
造
酢
と
を
混
合
し
た
も

の。

〈
公
正
競
争
規
約
に
よ
る
標
示
事
項
〉

1
種
類
別
名
称

2
酸
度「酸

度
O

O

%
以
上
L

3
使
用
方
法

酸
度
ロ
%
以
上

の
食
酢
に

つ
い

て
は
、

う
す
め
て

使
用
す
る
旨
。
ま
た
は
、

う
す
め
る
倍
数
。

4
原
材
料
名

使
用
量
の
多

い
も

の
か
ら
順
に

5
製
造
所
の
所
在
地
、
製
造
業
者
の
氏
名

6
製
造
年
月
日

7
内
容
量

8
醸
造
酢
を
叩
%
以
上
含
む
合
成
酢
は
、
含
ま
れ
て

い
る
醸
造
酢

の
割
合
を
叩
%
単
位
で
「
醸
造
酢
O

O

%
」
と
書
い
で
あ

っ
て
も
よ
い
。

9
米
酢
、
麦
芽
酢
、
粕
酢
、
リ
ン
ゴ
酢
、
そ
の
他

の

使
用
原
料
名
を
表
わ
す
文
言
は
、
醸
造
酢
に
つ

い
て

の
み
。

日
ビ
ネ
ガ
l
、
〈

5
0宮
吋
と

い
う
文
言
は
、
醸
造
酢

に
つ
い
て
の

み
。

こ
れ
以
外
に
、
合
成
酢
を
醸
造
酢
と
誤
認
さ
れ
る

お
そ
れ

の
あ
る
標
示
を
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

ωダ

っ米

と
米
の
少

は
百
姓
た

食
は
麦
ゃ
く
ず

正
月
か
お
祭
ぐ
ら

越
中
に
洋
食
が
は
G

あ
ろ
う
か
。
明
治
四
年
に
は
、

一え富
山
の
越
前
町
に
牛

肉
屋
が
出
現
し
て
い
る
。

越
中
か
は
、
仏
教
の
影
響

も
あ
っ
て
か
、
四
ツ
足
を
食
う
と
頭
に
角
が
生
え
、

モ
ウ
と
な
く
よ
う
に
な
る
と
い
っ
て
嫌
わ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
十
五
年
に
は
搾
乳
業
が
富
山
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
全
国
で
も
早
い
方
で
あ
る
。
も
っ
と

も
牛
乳
は
、
わ
が
国
で
は
聖
徳
太
子
の
頃
か
ら
す
で

に
飲
用
さ
れ
て
ヤ
帯

、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
病
人
の

骨

マ

食
酢
が
、
人
聞
の
体
内
に
で
き
る
疲
労
物
質
で
あ

る
、

乳
酸
や
焦
性
ブ
ド
ウ
酸
を
除
去
し
、

新
陳
代
謝

を
お
う
盛
に
し
て
、
体
内
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
積
す

る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
は
、
ク
レ
ー
プ

ス
博
士
に
よ

っ
て
立
証
さ
れ

て
い

ま
す
が
、

こ
れ
は

醸
造
酢
に

つ
い
て
の

み
い
え
る

こ
と
で
す
。

畠
F思土

ャた
ら
し
い

締
胡
別
が
公
布

こ
る
で
あ
る
。
虫

'J
e

丸
一計は

A

四
十
年
、

J
Y

ジ

ギ
ャ
ベ
ツ
や
ホ

l
レ
ン
ソ

に
は
い
つ
守た
‘記
録
が
あ
る
。

ぢ

γ酒
も
明
治
の
末
に
飲
ま
れ
る
よ

に

な

っ

」

が

し

、

大

衆

化

し

た

の

は

、

大

正

か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
こ
之
ら
し
い
。

こ
の
頃
に
な
る
と
、
大
衆
食
堂
が
誕
生
し
、
喫
茶

v

屈
が
で
き
、
パ
ー
や
カ
フ

エ
ー
も
生
ま
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
白

、い
エ
プ
ロ
ン
姿
の
女
給
と
い
う
新
職
業
が

で
き
、
ハ
イ
カ
ラ
き
ん
は
コ
ー
ヒ
ー
や
洋
酒
を
た
し

な
む
よ
う
に
な
っ
た
。
大
衆
食
堂
で
は
、
コ
ロ
ッ
ケ
、

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
、
オ
ム
レ
ツ
な
ど
が
普
及
し
、
一
般

大
衆
の
目
に
カ
タ
カ
ナ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
新
鮮
に
う
つ

り
、
流
行
歌
に
も
な
っ
て
津
々
浦

刊
に
浸
透
し
て
い

わ
り
、
干
菓
子
、

雁
な
ど
の
甘
味
が
増

カ
ス
テ
ラ
、
ビ
ス

ヨ
コ
レ

l
ト
な
ど
も
、
新
し
が
り
屋
に

右
鹸
を
菓
子
と
ま
ち
が
え
て
噛
っ
た
と

L
話
な
ど
が
生
ま
れ
て
い
る
。

リ

T
三
年
頃
か
ら
食
糧
は
軍
需
に
と
ら
れ
、
米
、

ろ
の
富
山
県
に
も
波
及
、
十
四
年
の
米
穀
統
制
法

機
斗

一主
年
め
砂
糖
統
制
令
、
十
六
年
に
米
が
国
家
管
理

、
ぷ

な

η
、
配
給
米
む

一
日

一
人
一一一
合
か
ら
二
合

へ
、

遅
配
九
配
、
つ
い
に
は
買
い
出
し
で
露
命
を
つ
な
ぐ

状
態
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
も
新
た
な
と
こ
ろ
。
当

時
、
犬
聞
と
は
な
ん
で
も
食
ベ
ャら
れ
る
動
物
で
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
イ
ナ
ゴ
、
パ
ツ
夕
、
雑
草
、
木

の
葉
も
食
物
史
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
飢
餓
時
代
も
二
十
五
年
頃
か
ら
緩
和
き
れ
、

三
十
年
頃
か
ら
豊
富
潤
沢
時
代
に
は
い
り
、
家
の
中

で
も
外
で
も
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
過
去
か
ら
宇

宙
食
ま
で
、
地
中
海
産
の
鯛
を
焼
き
、
南
米
の
バ
ナ

ナ
が
間
食
と
な
り
、
季
節
性
が
な
く
な
っ
た
。

味
の
方
も
イ
ン
ス
タ
ン
ト
と
な
り
全
国

一
律
と
な

り
、
越
中
の
国
の
伝
統
の
食
品
類
は
、
家
庭
か
ら
次

第
に
姿
を
失
っ
て
い
く
。
わ
ず
か
に
、
枕
形
を
し
た

大
き
な
黒
部
ス
イ
カ
、
ホ
タ
ル
イ
カ
、
カ
一
一
、
マ
ス

の
す
し
等
々
、
い
く
つ
か
の
も
の
が
、
名
物
と
し
て

残
こ
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

。
百
年
と
は
実
に
長

い
月
日
で
あ
る
。

~ 

ム

ろ
..， 
、ー食酢のみど
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品
川
川一二

と
し
の
県
予
算
は
、
景
気
の
後
退
で
税
金
の
収

入
が
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
、
福
祉
面
の
充
実
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
県
債
七
一
億
円
は
、
財
政

的
に
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご質問に
答えて

て
い
る
人
々
の
所
得
を
ふ
や
し
ま
す
。
こ
う
し
て
次

々
に
波
及
し
て
需
要
が
拡
大
さ
れ
、
最
初
に
投
資
し

た
額
の
何
倍
も
の
国
民
の
所
得
の
増
加
に
は
ね
か
え

っ
て
く
る
こ
と
で
す
。

県
民
の
所
得
が
ふ
え
て
、
景
気
が
回
復
し
て
き
ま

す
と
、
税
収
入
も
あ
が
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
県
債
を

償
還
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
県
債
を
発
行
し
て

公
共
事
業
に
一
度
投
資
す
る
と
、
何
世
代
に
わ
た
っ

て
場
合
に
よ
っ
て
は
、
百
年
以
上
効
果
が
つ
づ
く
も

の
が
あ
る
の
で
、
現
在
の
人
の
収
入
か
ら
あ
が
る
税

金
の
み
を
財
源
と
す
る
の
は
適
当
で
な
く
、
長
い
期

聞
か
け
て
償
還
す
る
公
債
を
発
行
す
べ
き
だ
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。

と
も
か
く
、
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
一
日

も
早
く
、
効
果
的
に
執
行
す
る
た
め
、
年
度
の
は
じ

め
に
重
点
的
な
支
払
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
景
気
の

早
期
回
復
の
一
助
に
な
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

一
こ
た
え
一

県
債
は
、
家
庭
の
借
金
と
同
じ
よ
う
に
理
解
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
性
質
は
非
常
に
異
な
り
ま
す
。

こ
と
し
の
予
算
で
県
債
は
、
昨
年
に
比
べ
約

一
七

億
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
景
気
回
復

を
う
な
が
す
た
め
に
も
、
増
加
し
た
も
の
で
す
。
国

や
県
で
公
共
事
業
に
大
幅
に
投
資
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
投
資
の
「
乗
数
効
果
」
と

い
っ
て
、
た
と
え
ば

ダ
ム
を
造
る
の
に
投
資
さ
れ
る
と
、

一
部
は
賃
金
に

支
払
わ
れ
、
他
は
原
材
料
な
ど
の
購
入
に
む
け
ら
れ

ま
す
。
賃
金
は
消
費
者
の
所
得
を
ふ
や
す
一

方
、
生

産
財
に
支
秘
わ
れ
た
分
も
そ
う
い
っ
た
物
を
つ
く
っ

eee 
ee 
•• 

自
由
と
責
任

ロ
ン
ド
ン
の
パ
ス
は
後
部
が
開
い

て
お
り
、
床
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
れ
ば
簡
単

に
飛
び
乗
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
側
面
に
は
、
「
進

行
中
の
パ
ス
に
飛
び
乗
り
、
飛
び
降

り
を
な
さ
る
か
た
は
、
ご
自
分
の
責

任
に
お
い
て
お
や
り
な
さ
い
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
事
故
は
起

こ
り
ま
せ
ん
情
緒
的
な
日
本
な
ら

た
ち
ま
ち
、
冷
た
い
市
当
局
の
思
い

や
り
の
な
さ
な
ど
が
追
及
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
赤
信
号
で

も
道
路
を
横
断
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
赤
信
号
は
車
に
優
先
権
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
事
故
が
起
き

れ
ば
、
法
律
上
の
責
任
は
、
す
べ
て

歩
行
者
側
に
あ
る
と
い
う
だ
け
の
こ

と
で
す
。

自
分
の
身
は
自
分
の
責
任
に
お
い
て

守
る
と
い
う
原
則
が
働
い
て
お
り
、

• • -
• -• • 

自
由
と
ひ
き
か
え
に
責
任
を
課
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
結
果
は
驚
く

ほ
ど
事
故
が
少
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
ル
|
ル
違
反
を
正
当
化

す
る
よ
う
に
な
る
と
危
険
で
す
。
暴

力
学
生
を
動
機
に
お
い
て
理
解
し
て

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、
彼
等
の

傍
若
無
人
な
や
り
方
を
合
理
化
し
よ

う
と
す
る
人
が
い
ま
す
。
動
機
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
な
ら
何
を
し
て
も

よ
い
と
な
れ
ば
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

真
面
目
に
生
活
し
て
い
る
多
く
の
人

達
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

暴
動
の
表
向
き
の
理
由
と
な
っ
て

い
る
も
の
は
、
部
分
的
に
正
当
な
点

は
あ
っ
て
も
、
ど
う
も
根
本
的
な
理

由
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
誰
の
責
任

か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
国
の
制
度

に
は
確
か
に
欠
陥
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
学
生
の
反
抗
は
必
ら
ず
し
も
そ

う
い
う
欠
陥
に
向
け
ら
れ
て
は
お
ら

ず
、
今
や
こ
の
反
抗
を
学
生
と
し
て

の
生
き
方
の
一
部
と
感
じ
て
い

る
よ

う
で
す
。
反
抗
し
な
け
れ
ば
、
教
育

の
過
程
に
お
い
て
何
か
を
失
う
こ
と

に
な
る
と
威
仙
じ
は
じ
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
き
え
思
わ
れ
ま
す
。

若
者
は
い
つ
ま
で
も
ぬ
く
ぬ
く
と

そ
う
い
う
ム
ー
ド
に
ひ
た
っ
て

一
方

的
に
告
発
き
え
し
て
お
れ
ば
よ
く
て

• -• • 
• -• 
• 

• -• 
• 

責
任
は
す
べ
て
社
会
や
管
理
者
に
か

ぶ
せ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か

今
の
私
達
に
要
求
き
れ
る
の
は
、

皆
が
平
等
に
責
任
を
も
っ
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
攻
撃
し
や
す
い
管
理

者
側
の
責
任
だ
け
で
な
く
、
攻
撃
し

に
く
い
被
害
者
側
の
落
度
や
ル
|
ル

違
反
を
も
同
時
に
き
び
し
く
見
つ
め

る
態
度
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
情
緒
的
な
日
本
人
に
と

っ

て
酷
に
み
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

結
局
は
、
安
全
で
住
み
よ
い
社
会
を

作
る
う
え
で
必
要
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

富
山
市
総
曲
輪
4
丁
目
6
の
8

永
森
み
え
子

(
家
事
手
伝
)

最
近
特
に
感
ず
る
こ
と

私
は
こ
こ
数
年
、
特
に
村
の
方
々

と
の
接
触
が
多
く
な
り
、
各
種
の
会

合
に
出
席
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、
一

見
平
和
に
見
え
る
部
落
も
内
に
入

っ

て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

部
落
と
い
う
一
つ
の
ま
と
ま

っ
た

、、，

• 
• 
• 

』=ー
"‘、

• 
• 
• 

• 
• 
• 

共
同
体
の
中
で
、
一
つ
の
問
題
を
協

議
し
て
も
お
互
の
意
見
が
ま
ち
ま
ち

で
そ
の
解
決
は
す
こ
ぶ
る
困
難
と
な

り
ま
す
。
中
で
も
解
決
の
し
に
く
い

の
は
、

町
や
県
な
ど
で
計
画
さ
れ
る

八
ム
共
的
事
業
(
河
川
改
修
、
道
路
の

新
設
と
か
、
要
す
る
に
住
民
の
生
活

源
と
し
て
の
土
地
、
経
済
に
影
響
を

及
ぼ
す
事
が
ら
)
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
公
共
事
業
は

地
域
の
産
業
を
開
発
し
、
住
民

の
福

利
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら

原
則
的
に
は
一
応
賛
意
を
表
し
ま
す

が
い
よ
い
よ
実
施
の
段
階
に
な
る
と

そ
う
簡
単
に
納
得
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
部
落
の
人
々
が
自
分
た
ち

の
生
活
を
よ
り
豊
か

に
し
、
よ
り
合

理
化
す
る
た
め

の
切
実
な
要
求
の
結

果
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま
た
一
面

科
学
の
進
歩
に
伴
う
機
械
文
化
が
農

村
を
圧
迫
し
、
経
済
的
に
も
精
神
的

に
も
ゆ
と
り
の
な
い
き
ぴ
し
さ
の
中

に
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

き
ら
に
観
点
を
か
え
て
み
ま
す
と

地
域
開
発
と
い

う
理
想
が
前
進
し
て

こ
れ
に
つ
づ
く
一
般
民
衆
が
そ
の
理

想
に
つ
い
て
い
け
な
い
自
ら
の
弱
さ

|
|
変
貌
す
る
農
村
の
現
実
に
と
ま

- 16 -
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、、，，
ど
い
を
感
じ
て
い
る
あ
せ
り
か
ら
、

現
実
の
農
村
の
姿
に
悲
観
的
と
な
り

生
産
意
欲
の
減
退
と
、
今
後
の
対
策

が
立
て
ら
れ
な
い
肉
体
的
精
神
的
な

弱
き

l
lが
相
手
に
対
す
る
反
擦
と

な
り
、
お
互
の
反
目
と
な
り
そ
し
て

そ
れ
が
憎
し
み
に
ま
で
発
展
す
る
よ

う
な
こ
と
に
も
な
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
結
局
無
理
押
し
を
し
た
者

か
勝
っ
た
と
い
う
よ
う
な
感
じ
に
終

っ
て
し
ま

い
、
後
味
の
悪
い

結
果
と

し
て
、
い
つ
ま
で
も
不
平
と
不
満
が

し
こ
り
と
な

っ
て
、
明
る
い
社
会
建

設
へ
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ

の
よ
う
な
事
か
ら
、
社
会

に
お
け
る
人
間
的
な
精
神
の
貧
困
き

と
、
農
村
に
対
す
る
指
導
理
念
の
確

立
さ
れ
て
い
な
い
政
治
の
貧
困
き
を

痛
感
し
ま
す
。
何
と
か
し
て
豊
か
な

人
間
性
の
開
発
と
、
暖
か
い
政
治

へ
の

配
慮
が
、
き
め
こ
ま
か
に
行
な
わ
れ

る
よ
う
切
望
し
ま
す
。

西
砺
波
郡
福
光
町
田
中得

地

正
吉

円

i
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新 生園
自立をめざす若者たち，精神薄弱者の更

正施設。 入所者に適切な指導と訓練にあわせ

て，健康を守るためのすばらしい自然環境は

新生の圏にふさわしい。

'~ 
J ず

今d
噌

そこでは毎日の生活習慣をっくりあげ，自

立して，社会生活ができる作業指導がたんね

んに行なわれている 。

機惨舗民側、制

づ戸弘



富
山
港

神
通
川
の
、
も
と
の
河
口
に
あ
る
c

輸
入
港
の
性
格
が
ひ
じ
よ
う
に
強
い
港

で
、
海
外
か
ら
原
油

・
木

材

・
鉱
産
物

一
が
入

っ
て
く
る
。
昨
年
は
、
四
八

O
万

一
ト

ン
の
貨
物
を
取
り
扱

っ
た
。
港
の
岸

一
壁
は
、
川

の
両
岸
あ
り
、
右
岸
側
(
東

司
側
)
に
は
、

一
万
五
千
ト
ン
級
の

一船
が
停
泊
で
き
る
。

一畑一切
Z
L「

W
3
 

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
し
よ
う
や
」

「
だ
め
、
だ
め
、
く
じ
で
き
め
よ
う
」

よ
も
ぎ
川
の
ほ
と
り
で
数
人
の
子
供
た
ち
が
集

っ

て
、
わ
い
わ
い
き
わ
い
で
い
る
。

夜
な
べ
に
作

っ
た
わ
ら
じ
を
行
き
つ
け
の
町
の
庖

で
金
に
か
え
、
家
路
を
急
い
で
い
た
徳
平
は
、
思
わ

ず
少
年
の
こ
ろ
を
思
い
だ
し
、
な
つ
か
し
さ
に
足
を

と
め
た
。

「
み
ん
な
で
っ
か
ま
え
た
ん
だ
。
公
平

に
切

っ
て

わ
け
よ
う
や
」
ど
う
や
ら
相
談
が
ま
と
ま
っ
た
ら
し

く
、
中
の

一
人
が
立

っ
て
ど
こ
か

へ
急
ご
う
と
す
る
。

「
な
に
し
て
い
る
ん
だ
ね
L

徳
平
は
声
を
か
け
た
。

「
あ
の
ね
。

こ
ん
な
大
き
な
ド
ジ
ョ
ウ
を
つ
か
ま

え
た
ん
だ
L

そ
の
少
年
は
誇
ら
し
げ
に
、
今
か
ら
刃

物
を
と

っ
て
き
て
切
っ
て
わ
け
る
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

徳
平
は
急
に
ド
ジ
ョ
ウ
が
あ
わ
れ
に
な
り
、
せ
っ

か
く
夜
な
べ
し
で
も
う
け
た
お
金
を
残
ら
ず
出
し
て

ド
ジ
ョ
ウ
を
手
に
入
れ
、
家
の
前
の
池
に
放
し
て
や

っ
た
。

徳
平
の
家
は
庄
川
の
河
畔
、
須
磨
と
い
う
里
に
あ

っ
た
。

母
は
強
欲
で
憎
ま
れ
者
で
あ
っ
た
が
、
徳
平

は
親
孝
行
で
正
直
者
と
し
て
評
判
の
青
年
で
あ
っ
た
。

ぜ
H
L
、ヲ
f
レか・

母
は
ド
ジ
ョ
ウ
の
話
を
聞
く
と
、
こ
の
銭
失
い
の

大
馬
鹿
者
め
が
と
口
ぎ
た
な
く
の
の
し
り
、
晩
の
オ

カ
ズ
に
す
る
か
ら
池
か
ら
あ
げ
て
こ
い
と
い
い
つ
け

た
。

し
か
し
、
ド
ジ
ョ
ウ
は
ど
こ
へ
姿
を
か
く
し
た

の
か
、
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

二
・

三
目
だ
っ
て
、
母
が
裏
の
川
で
洗
濯
中
あ
や

ま
っ
て
水
の
中
に
落
ち
た
。
折
悪
し
く
増
水
し
て
お

り
、
徳
平
も
仕
事
に
で
て
留
守
だ
っ
た
。
十
間
(
十

八
メ
ー
ト
ル
)
も
流
き
れ
た
と
き
、
十
七

・
八
の
美

し
い
娘
き
ん
が
か
け
つ
け
て
、
母
を
助
け
あ
げ
た
う

え
、
着
物
を

一
枚
ぬ
い
で
、
ぬ
れ
た
着
物
と
か
え
て

く
れ
た
。

娘
は
請
わ
れ
る
ま
ま
に
徳
平
の
家
に
き
て
、
働
き

も
の
の
徳
平
で
さ
え
あ
き
れ
る
ほ
ど
仕
事
に
精
を
だ

し
た
の
で
、
強
欲
な
母
尽

ぜ
ひ
に
と
拝
み
た
お
す
よ

、日打脅~ヤfr

「
呉
羽
ハ
イ
ツ

(富
山
市
吉
作
城
山
)

富
山
平
野
を
す

っ
ぽ
り
見
渡
せ
る
、

呉
羽
丘
陵
の
山
頂
に
、
五
月

一
日
オ
ー

プ
ン
。
富
山
勤
労
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

が
正
式
名
。
働
く
人
た
ち
の
福
祉
を
た

か
め
る
た
め
た
て
ら
れ
た
も
の
だ
が
、

ど
な
た
で
も
手
頃
な
料
金
で
利
用
で
き

対
運

W
L
E人

う
に
し
て
徳
平
の
嫁
に
し
た
。

あ
る
年
の
こ
と
、
夜
中
に
目
覚
め
た
徳
平
が
、
自

分

の
女
房

が
え
ら
い
お
そ
く
ま
で
縄
な
い
を
続
け
て

い
る
な
あ
と
思
い
な
が
ら
、
ま
た
ウ
ト
ウ
ト
と
し
て

い
た
。
ふ

と
気
が
つ

く
と
、
枕
元
に
妻
が
い
る
。

「
い
つ
ぞ
や
は
よ
も
ぎ
川
で
あ
ぶ
な
い
命
を
救

っ

て
い
た
だ
き
、
そ

の
う
え
今
日
ま
で
親
切
に
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
礼
の
万
分

の

一
に
も
な
り
ま
せ
ん
が
、
庄
川

の
ほ
と
り
に
縄
張

り
し
て
あ
る
田
地
は
あ
な
た

の
も

の
で
す
U

と
涙
を

お
き
え
、
つ
い
と
立
ち
あ
が
る
様
子
に
目
が
覚
め
た
。

夢
か
と
見
ま
わ
す
と
、
女
房
の
姿
も
山
と
つ
ん
だ

縄
も

一
筋
残
き
ず
な
く
な

っ
て
い
る
。
驚
い
た
徳
平

は
夜
の
明
け
る

の
を
待

っ
て
、
女
房
が
告
げ
た
庄
川

の
ほ
と
り
へ
い

っ
て
み
た
。

し
か
し
、
そ
こ
は
荒
れ

果
て
た
砂
利
原
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
雑
木
が
生
え

て
い
る
荒
地
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

そ
れ
で
も
、
は
る

か
遠
く
ま
で
た
し
か
に
縄
が
張
り
め
ぐ
ら
き
れ
て
い

る
。

き
で
は
キ
ツ
ネ
に
だ
ま
さ
れ
て
い
る
な
と
思
い

な
が
ら
も
、
こ
れ
は
女
房
が
な
っ
た
縄
に
違
い
な
い

が
と
手
を
ふ
れ
て
み
た
。

そ
の
途
端
、
こ
つ
然
と
し

て
一
団
の
黒
雲
が
天
空
を
か
け
、
稲
妻
が
き
ら
め
く

や
せ
い
惨
な
嵐
と
な
り
、
徳
平
は

一
散
に
わ
が
家
に

逃
げ
か
え

っ
た
。

そ
れ
か
ら
一

昼
夜
、
息
も
つ
か
せ

ず
降
り
ぬ
い
た
豪
雨
も
よ
う
や
く
勢
い
を
ゆ
る
め
る

と
、
今
度
は
ゴ
ウ
ゴ
ウ
た
る
濁
流
が
庄
川

一
面
に
荒

れ
狂
い
、
た
ち
ま
ち
堤
防
を
突
き
破
っ
て
、
例
の
縄

張
り
を
し
て
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
ど
っ
と
ば
か
り
に
お

し
ょ
せ
た
。
次
の
目
、
水
の
引
い
た
ム
め
と
を
み
る
と

昨
日
ま
で
の
砂
利
原
が
広
々
と
し
た
泥
土
に
お
お
わ

れ
て
い
た
。
徳
平
は
喜
こ
ん
で
、
こ
こ
に
ア
ゼ
を
こ
し

ら
え
、
水
田
と
し
て
稲
を
植
え
つ
け
た
。
稲
は
す
く

す
く
と
育
ち
、
年
々
大
豊
作
だ
っ
た
の
で
、
徳
平
は

み
る
み
る
大
富
豪
と
な

っ
た
と
い
う
。

世
に
い
う
「
千
石
田
」
が
こ
れ
で
あ
る
。

(
精
神
開
発
研
究
委
員

成

瀬

自
国
一一
小
)

長
慶
寺
と
五
百
羅
漢

(呉
羽
山
)

曹
洞
宗
の
古
剃
の

一
つ
で
あ
る
。

長

慶
寺
の
境
内
の
、
五
百
羅
漢
像
が
有
名

江
戸
時
代
に
富
山
の
黒
牧
屋
善
次
郎
が
、

f

佐
渡
が
島
の
石
工
に
彫
刻
き
せ
て
持
ち

晶
か
え
り
建
立
し
た
。
表
情
が
楽
し
い
。

幽
民
芸
館

(呉
羽
山
)

一
-

全

国

の

約

三
百
点
に
の
ぼ
る
、
民
芸

品
を
展
示
。
別
館
と
な

っ
て
い
る
合
掌

館
で
は
、
合
掌
造
り

の
家
の
も

つ
、
美

し
き
を
し
み
じ
み
味
わ
え
る
。
入
館
料

お
と
な

一
O
O円
こ
ど
も
三

O
円

(月

曜
休
館
)

TゐiB
る
。
レ
ジ
ャ

ー
、
研
修
、
宴
会
に
、
こ

れ
か
ら
大
い
に
重
宝
が
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

地
上
回
階
、

地
下

一
階
だ
て
。

二

一六

人
の
宿
泊
が
可
能
。
呉
羽
公
園
口
で
パ

ス
下
車
。
申
込
は
、
富
山
部

l
O
一
九

一
1
三。

宿泊料 広き設備 至1料名(l2人~13泊名に4つ~き5名) イ蔚 考

特別j和室A

12畳皆皆洗面立且付

2，600 2，000 1，600 宿泊ご利用時間
ノ〈ス ・

特別和室B
10 2，200 1，700 1，400 

16時~翌日 10時
パス・

和 室
10 1，500 1，200 1，000 食事料及び税 ・

トイレ

特別洋室 パス・トイレ付
3，900 3，000 

サー ビス料
(10% 別

i羊 室 〈ス・トイレ付 2，600 2，000 
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